
（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ａ－Ｂ－Ｃ） （Ｂ／Ａ） （Ｄ） （Ｅ＝Ｂ－Ｄ） （Ｅ／Ｄ）

1 982,795,000 931,495,259 0 51,299,741 94.8 0.2 944,583,668 0.2 △ 13,088,409 △ 1.4

2 55,606,854,313 54,375,020,662 365,345,337 866,488,314 97.8 10.8 44,617,637,020 8.8 9,757,383,642 21.9

3 40,771,476,050 39,507,951,179 603,579,000 659,945,871 96.9 7.8 41,791,728,545 8.3 △ 2,283,777,366 △ 5.5

4 28,046,290,000 24,725,627,565 2,877,485,000 443,177,435 88.2 4.9 34,668,797,718 6.8 △ 9,943,170,153 △ 28.7

5 7,753,544,000 7,301,730,958 0 451,813,042 94.2 1.4 10,005,066,838 2.0 △ 2,703,335,880 △ 27.0

6 44,119,951,000 36,623,743,008 7,184,234,863 311,973,129 83.0 7.3 40,863,820,487 8.1 △ 4,240,077,479 △ 10.4

7 59,708,893,000 50,333,578,595 406,807,000 8,968,507,405 84.3 10.0 46,763,544,208 9.2 3,570,034,387 7.6

8 90,020,439,950 71,810,499,573 17,651,613,000 558,327,377 79.8 14.2 78,966,520,503 15.6 △ 7,156,020,930 △ 9.1

9 22,990,108,000 22,818,362,600 101,526,000 70,219,400 99.3 4.5 23,126,105,137 4.6 △ 307,742,537 △ 1.3

10 97,816,259,071 96,606,646,127 531,261,000 678,351,944 98.8 19.2 90,675,285,310 17.9 5,931,360,817 6.5

11 471,256,000 174,577,210 102,209,000 194,469,790 37.0 0.0 209,392,354 0.0 △ 34,815,144 △ 16.6

12 78,341,640,000 77,987,545,567 0 354,094,433 99.5 15.5 72,613,003,016 14.3 5,374,542,551 7.4

13 21,060,820,000 20,944,613,274 0 116,206,726 99.4 4.2 20,900,927,945 4.1 43,685,329 0.2

14 645,640,789 0 0 645,640,789 0.0 0.0 0 0.0 0 0.0

548,335,967,173 504,141,391,577 29,824,060,200 14,370,515,396 91.9 100.0 506,146,412,749 100.0 △ 2,005,021,172 △ 0.4

539,368,387,752 506,146,412,749 26,123,673,173 7,098,301,830 93.8 100.0

増減額 8,967,579,421 △ 2,005,021,172 3,700,387,027 7,272,213,566

増減率 1.7 △ 0.4 14.2 著増

（注）　構成比については、各項目毎に四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。
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 平成２２年度一般会計の支出済額の合計は５，０４１億４，１３９万円で、予算現

額に対する執行率は９１．９％であり、翌年度繰越額２９８億２，４０６万円、不用

額１４３億７，０５２万円となっている。 

 支出済額の主なものは、教育費９６６億６６５万円（構成比１９．２％）、公債費  

７７９億８，７５５万円（同１５．５％）、土木費７１８億１，０５０万円      

（同１４．２％）である。 

 また、支出済額の合計は、前年度の５，０６１億４，６４１万円に比べて２０億   

５０２万円（△０．４％）の減少となっている。 

 これは、主として、総務費が９７億５，７３８万円、教育費が５９億３，１３６万

円、公債費が５３億７，４５４万円増加した半面、衛生費が９９億４，３１７万円、

土木費が７１億５，６０２万円減少したことによるものである。 

 翌年度繰越額の合計は２９８億２，４０６万円で、前年度の２６１億２，３６７万

円に比べて３７億３９万円（１４．２％）の増加となっている。 

 これは、主として、衛生費が８億９，５８８万円減少した半面、農林水産費が３６

億５，５９４万円、土木費が８億６，０９１万円増加したことによるものである。 

 不用額の合計は１４３億７，０５２万円で、前年度の７０億９，８３０万円に比べ

て７２億７，２２１万円（著増）の増加となっている。 

 これは、主として、土木費が１億１，２５９万円減少した半面、商工費で５８億   

１，８８８万円、教育費で３億７，２０５万円増加したことによるものである。 
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